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R. シューマン作曲前期作品の特徴から見た「幻想曲 ハ長調 作品 17」の演奏解釈に関する一考察
1．はじめに

































ヴィークの娘である C. ヴィーク（Clara 








「幻想曲 ハ長調 作品 17」の演奏解釈に関する一考察
岩佐　明子
R. シューマンは、1830 年から約 10 年に渡りピアノ独奏曲のみを作曲しており、その作品番号
は、1から 23 までと初期の作品であることを示している。シューマンは、恋人クララへの想い
を楽曲の動機に用いるなど、理想を追い求め想念を楽曲に反映させたロマン派の作曲家として有













（Impromptus über eine Romanze von Clara 
Wieck op.5）」、「ダヴィッド同盟舞曲集 作品 6
（Davidsbündlertänze op.6）」、「ピアノソナタ 第
1 番 嬰ヘ短調 作品 11（Sonate Nr. 1 fis-moll 
op.11）」、「ピアノソナタ 第 3 番 ヘ短調 作品 14
（Sonate Nr. 3 f-moll op.14）」、「幻想曲 ハ長調 作
品 17（Fantasie C-Dur op.17）」、「ピアノソナタ 
第 2 番 ト短調 作品 22（Sonate Nr. 2 g-moll 
op.22）」である 1）。
そして、シューマンはクララが作曲した「ワ
ルツ形式によるカプリス 作品 2（Caprices en 
forme de Valse op.2）」に出てくる 5音の下行動
機のテーマを大変好み、「ピアノソナタ 第 3番」、
「幻想曲 ハ長調」、「ピアノソナタ 第 2 番」の主
要な主題にしている。また、「8つのノヴェレッ
テ 作品 21（Novelletten op.21）」の第 8曲目で
は、「Stimme aus der Ferne（遠くからの声）」
と記述された箇所に用いられている。
シューマンがクララへ宛てた手紙の中に、「子
供の情景 作品 15（Kinderszenen op.15）」は、ク
ララがシューマンに対して、「時々子どものよう
に見える」と言ったことに霊感を得て作曲した











































R. シューマン作曲前期作品の特徴から見た「幻想曲 ハ長調 作品 17」の演奏解釈に関する一考察
ベートーヴェンの記念のためのオーボーレン作
品 12」であった。また、「ダヴィッド同盟舞曲集 
作品 6」および「謝肉祭 - 4 つの音符による面白

































る 6つの練習曲第 1集 作品 3（Studien für das 
Pianoforte nach Capricen von Paganini op.3）」、
「トッカータ ハ長調 作品 7（Toccata op.7）」、「ア
レグロ ロ短調 作品 8（Allegro op.8）」、「パガ
ニーニのカプリスによる 6つの練習曲第 2集 作
品 10（Sechs Konzert-Etüden nach Capricen 





「アベッグ変奏曲 作品 1（Abegg Variations 










［譜例 1 「アベッグ変奏曲」Finale alla Fantasia
より第 73 - 74 小節］




























祭の道化 作品 26（Faschingsschwank aus Wien 
op.26）」第 1曲第 87 - 126 小節では、3拍目から
1拍目へタイで結ばれた音が連続する。1拍目は
打鍵されないため、聴衆には 2拍目が 1拍目と































［譜例 3 「パガニーニのカプリスによる 6つの練
習曲第 1集」序文より］
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長 調 作 品 55（Sinfonia eroica, composta per 
festeggiare il sovvenire d'un grand'uomo 
op.55）」「ピアノ協奏曲 第 5 番 変ホ長調 “皇帝 ” 








作品98（An die ferne Geliebte, Liederkreis nach 
Alois Jeitteles op.98）」第 6曲も Es-Dur（変ホ長
調）である。以上のことから、第 2楽章はベー
トーヴェンに敬意を表していたことが伺える。





ル（Friedrich von Schlegel 1772 - 1829）（以下、
「シュレーゲル」とする。）の詩から次の 4行が
引用されている。
Durch alle Töne tönet
Im bunten Erdentraum
Ein leiser Ton gezogen





主題呈示部　第 1 - 81 小節
第 1展開部　第 82 - 128 小節
第 2展開部　第 129 - 224 小節
再　現　部　第 225 - 273 小節
終　結　部　第 274 - 309 小節








































と、1番は、Nimm sie hin denn,diese Lieder、2





「ベートーヴェンの旋律」において、第 15 - 16 小
節の間および第 18 小節 2 拍目から 3 拍目のス
ラーの切れ目を意識して演奏することが大切に















この旋律は、第 61 小節で F-dur に転調し、オ
イゼビウスの長調における特徴である優しく柔
らかく穏やかな表情を見せている。
そして、第 74 小節、第 80 小節では、減衰す
る響きに興味を持っていたシューマン独自の記




は第 76 小節 1拍目まで es 音を聴き続けなけれ
ばならない。
［譜例 4 「遙かなる恋人に」第 6曲より第 9 - 10
小節及び第 27 - 28 小節］
［譜例5 「幻想曲 ハ長調」第1楽章より第14 - 19
小節］
［譜例 6 第 41 - 44 小節］
－ 97 －










b - e 音の重音も同様に、減衰に耳を澄ませて聴
き届けてから、第 81 小節 3拍目の f 音を打鍵す
る。
















とになる。第 119 - 128 小節にかけて、強拍に






第 2展開部は、「伝説の音調で Im Legenden 
Ton」と指示され c-moll に転調している。




その後、第 154 小節までの間は、第 2主題を
中心に展開され、第 154 小節 2拍目から指示さ






に a tempo を指示しない場合がよく見られる。
しかし、第 156 小節 2 拍目の c音に fermata が




第 204 小節には、第 1 楽章で唯一の forte 
fortissimo が示されている。そして、幾度となく
出てくる第 2主題の冒頭のモティーフが、これ
までの 4度上行でなく、第 204 小節では 6度上
行、第 208 小節では 8度上行、第 211 小節では
10 度上行となり、音程に幅が出る。また、第 212 
- 214小節までの16分音符1つ1つにaccent（＞）
［譜例 7 第 74-76 小節］
［譜例 8  第 137 - 139 小節］
－ 98 －
研　究　紀　要　　第 52 集
が示され第 215 小節の fermata に向かっている






終結部は、第 286 小節から第 1楽章における
最後の「クララのテーマ」が表れ、第 295 小節
に向けて ritaldando と decrescendo で、徐々に
消えていくように演奏することが求められる。












【第 2楽章】Mäßig. Durchaus energisch（心地
よい速さで、完全に精力的に）　Es-Dur（変ホ長
調）　4/4 拍子　自由なロンド形式
A　第 1 - 22 小節
B　第 23 - 91 小節
　 （a：第 22 - 39 小節　b：第 40 - 53 小節　
c：第 54 - 91 小節）
A　第 92 - 113 小節
C　第 114 - 156 小節
　 （a：第 114 - 130 小節　b：第 131 - 140 小
節　c：第 141 - 156 小節）
B-c　第 157 - 202 小節
A　第 203 - 223 小節
B-a　第 224 - 第 242 小節






































る。Cを更に細かく区分すると、a（第 114 - 130
小節）、b（第 131 - 140 小節）、c（第 141 - 156 小
節）となる。a冒頭、中音域に表れる主旋律は、



















第 118 - 126 小節までは、冒頭と同じようにオ
イゼビウス的に演奏する。本来の拍に戻る第127 










ここで、Cから Bに移行する際の tempo につ
いて考える。シューマンは、Cに続く第 157 小
節からのB-c に tempo の指示をしていない。そ








































【第 3楽章】Langsam getragen .Durchweg leise 
zu halten（ゆったりと遅くすべて静けさを保っ
て）　C-Dur　8/12 拍子　自由なソナタ形式
主題呈示部　第 1 - 71 小節
　 （第 1主題部：第 1 - 14 小節、経過句：第
15 - 29 小節、第 2主題部：第 30 - 71 小
節、）
再現部　第 72  -122 小節
　 （経過句：第 72 - 86 小節、第 2主題部：第
87 - 122 小節）





























にC-Dur の序奏が pianissimo で表れ、静けさを
取り戻す。
第 38 小節からはじまる 2 回目の第 2 主題は
F-Dur、第 42 小節からの 3 回目の第 2 主題は
g-moll になっており、徐々に高音へと変化して





第 54 小節からは第 2主題と同時に演奏される。






目の第 2主題 2小節と、4回目の第 2主題 4小節
が省略されている。
第 99 小節からはじまる第 2主題は、ようやく
本来の調である C-Dur となり、第 119 小節の 2
度目のクライマックスとも捉えられる
fortissimo へと向かう。その fortissimo は、2度
－ 101 －
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